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図 10が示すように太 図10 1年間の積算日射最の方｛立依存（平成23年度）
~ 
陽追尾の纏位性にはゆるぎないものがある。この成果をベースにして、ハイブリッド化を推
し進めるものである。
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
ここでは太陽追尾方式の発震が如何に重要であるかを示した。研究室では他に太陽熱電に
よる発電システムの開発とハイブリッド化を進めている。また、最大発電を持続するための
最大電力点追尾（MPPT）システムや充電システムの確立にも挑戦している。現在は5.86Wと言
う小さな太陽電池パネノレを使用し、熱電素子も 24W程度のものを使っている。自然はいろい
ろな変化があり、対応しなければならないことがたくさんあり、課題も多い。しかし、少し
ずつで、も技術移転で、きることを期待している。
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想、）
基礎的な研究はかなり進んだとはし 1え、社会にアピーノレするには、 3kW程度の太陽電抱モ
ジューノレを使った実験を進めることにより、技術移転への大きな一歩になると考えており、
そのための共同研究実施が望ましいと期待している。
(5）利用施設（プロジェクト実施のために利用したVBLの施設名，利用内容）
標準太陽光掠が無い状態で、自然を相手に晴天の日を期待しているには空しいものがある。
